
 開催⽇時︓令和７年秋頃 ２〜３時間程度
 場 所︓東京都内
 参 加 者 ︓⼀般の参加者に加え、復興に従事していただいた関係機関も

参加を呼びかける（300名程度想定）
 内 容 例 ︓

開催趣旨

令和６年能登半島地震・奥能登豪⾬復興祈念シンポジウム（仮称）の開催概要案

シンポジウムのねらい
引き続きの復興支援
を働きかける

被災地の現状
を発信する

被災地の復興の
努力を称える

事業実施案

復興への歩み
を紹介する
動画放映

基調講演
著名人による
トーク

パネルディス
カッション

被災地の児童・
生徒等による
パフォーマンス

パネル展示
被災地の
特産品販売

 出演者・司会等の手配
 必要な資機材・備品等の手配
 シンポジウム開催の広報
 参加申込受付
 当⽇の運営、会場設営・撤去

委託業務の内容例

➢全国からの支援に感謝を伝えるとともに、復興に取り組む被災地の姿を県内外へ効果的に発信し、風化させず
継続的な復興支援につなげていくために、復興祈念シンポジウムを開催する。


